
























































































氏 名 木 下 智 裕 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は鋼構造建物の骨組に取り付けられる座屈拘束ブレースの接合部における力
学的条件を踏まえた上で接合部を含む座屈防止の観点から設計で考慮すべき点を明ら
かにし，それぞれの条件を考慮した理論，実験，数値解析による分析を通じて以下の成
果を得ている。 
 
(1) 座屈拘束ブレースの端部が主架構にガセットプレートを介して剛に接合される剛
接合形式について，ガセットプレートを含む接合部の構面外曲げ剛性が不足する
場合や，特にＫ形配置されたブレースが梁中間に接合される位置で梁が横補剛さ
れていない場合には，梁の構面外移動と捩れによって接合部を含む座屈拘束ブレ
ースが構面外座屈し易いことを示し，その座屈防止条件を理論的に導出すると共
に，実大実験によりその有効性を明らかにしている。 
 
(2) 剛接合形式の接合部の構面外剛性を確保する設計のために，複雑な形状をしたガ
セットプレートの構面外曲げ剛性の算定法を剛体-バネモデルにより導出し，実験
および有限要素解析によりその妥当性を明らかにしている。 
 
(3) 座屈拘束ブレースの端部が主架構にピン接合されるピン接合形式について，座屈
拘束材の板厚や端部補強材の貫入長の条件によっては座屈拘束材端部が塑性化し
てブレース端部の曲げ変形が過大となり，座屈拘束材が曲げ降伏して全体座屈に
至る可能性があることを明らかにしている。また，座屈拘束材端部の曲げ変形を
考慮したブレース軸心のたわみ量および座屈拘束材の曲げモーメントの算定式を
理論的に導出している。さらに実験および有限要素解析によりその妥当性を明ら
かにし，座屈防止設計条件を提示している。 
 
 本論文は建築物の耐震性能を確保するために重要な役割を果たす座屈拘束ブレース
を対象に，接合部を含む全体座屈を防止する設計法を構築したもので，耐震工学の分野
において，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）
の学位論文として価値あるものと認める。また，平成２７年１月２７日，論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行って申請者が博士後期課程学位取得基準を満たし
ていることを確認し，合格と認めた。 
 
 
 
 
 
